









理 論 分 科会 発 表 要 旨1995.3,25. 『デザイン理論』34/1995
高麗における瓶形の様式変遷 浄瓶形を中心に一
権 相 仁/慶 星大学校(釜山)
仏教が興隆した高麗時代 には,非常に優れ
た仏教工芸品が多種多様 に作 られている。そ
















従 って,私 は高麗の成熟 した仏教文化の基盤
の上で完成された高麗浄瓶を,仏 教工芸品と








1.浄 瓶 とは本来,印 度では僧侶たちの生活
必需品の一つである水瓶 として,そ の用途





わち,君 持(=軍 持),君持浄瓶 とも称
した。
(B)触瓶は手洗い水などを容れる水瓶 とし









瓶 と甘露瓶は陶磁製で,触 瓶 は金属製で










度の風習 と生活環境 に適合 して使用され
た水瓶が,中 国,韓 国,日 本 に伝承され
てきて本来の概念 とは異なる各国の実態






具 として,ま た觀音像,菩 薩像な どの持







施せるが コス トも高 くつ く銀製,銅 製 を,
浄瓶用にと憧れた ものと推測できるので
ある。以上の如 く,三国の気候,環 境,









た。その中で も浄瓶は銀 ・銅 ・鉄 ・青磁 ・
(作品例1,II形 式)
(1形式)(II形 式)
銅 製浄瀬 青銅 製入 絲浄瓶
高麗 高麗,II～iz世紀
H:32.5,・無文H:37.5,・ 蒲柳 水禽文
梨 花女 子大 学校博 物館 韓 国,清 州国立博 物館
白磁 ・土器などで作 られ,そ の数 も多 く,








が特徴である。 この線 は胴部 と頸部 を接合す







もよく調和が とれている。 この器形の祖型 は
金属器であるが,統 一新羅時代(10世紀傾)
から陶製 と金属器の器形が出現した し,高麗
初期には,造 形 と技巧にすこぶる洗練 された
金属製浄瓶が作 られている。また,こ れら陶
製浄瓶を見ると,金属浄瓶 を模倣 しようとす
る面が強 く,表面文様の意匠 もほとんど同 じ
く施 されている。 また,肩 部には,注 入口が
あり,そ こに蓋がついていて浄水瓶 としての




を分別し,高 麗の全期間,高 麗の人び とに愛
好 された ものであった。
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